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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

有田川クリーン作戦は、今年で20回目となります。
一人ひとりが環境美化に取り組むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいまちにしましょう。
今年も多くの方々のご参加・ご協力をお願いします。
※集合場所については、お住まいの自治会等にお問合せください。
※小雨決行（悪天候により中止する場合は放送でお知らせします）
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　人口約170人の矢櫃地区は、65
歳以上が占める高齢化率や住居の
空き家率とも40％を超えています。
昨年度に和歌山大学の学生が当地
区の各世帯に行ったアンケート調
査結果によりますと、「外から人
が来ることを良いと思う」と回答

された方が８割以上に及びました。
　私は、地域の方々による前向きな思いがなければ、
移住を促進するプロジェクトの意味はないものと考え
ております。また、「どのような方々に来てもらいた
いか」ということも成否の鍵として重要視しています。
その方々と地域住民との交流のための拠点として、眺
めの良い場所に建てられた民家をご寄付いただきまし
た。そこを暮らし体験ができるように改築し、その１

階部分には交流スペースを設け、７月からオープンす
る予定です。
　そこから見える急峻な町並みは、狭隘な坂道によ
り、子どもたちにとっては車の通行を気にしなくて良
い遊び場です。また、私たち大人にとっても、初代紀
州藩主徳川頼宣公ゆかりの歴史文化やノスタルジック
な趣を感じる素敵な場所です。
　このプロジェクトにより、プラス面を磨き上げ、地
域の価値をさらに創造し来訪者の増加に繋げること
で、人と人との交流が活発となり、地域活性を実現さ
せたいと考えています。そして、今後はこのプロジェ
クトに賛同される方々による矢櫃地区ならではの個性
を生かしたイベントや取り組みにより、人が集い交流
を重ねることで想定を超えるイノベーションが起きる
ことを期待しています。 有田市長　望月 良男
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